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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期

第３四半期連結
累計期間

第36期
第３四半期連結
累計期間

第35期
第３四半期連結
会計期間

第36期
第３四半期連結
会計期間

第35期

会計期間

平成20年
４月１日から
平成20年
12月31日まで

平成21年
４月１日から
平成21年
12月31日まで

平成20年
10月１日から
平成20年
12月31日まで

平成21年
10月１日から
平成21年
12月31日まで

平成20年
４月１日から
平成21年
３月31日まで

売上高（千円） 10,191,4098,936,3053,299,1972,803,96213,931,132

経常利益（千円） 800,102 626,059 235,255 184,5431,231,162

四半期（当期）純利益（千円） 529,838 276,423 200,565 74,569 558,482

純資産額（千円） － － 6,522,2366,809,9116,658,264

総資産額（千円） － － 8,718,8248,715,9639,278,296

１株当たり純資産額（円） － － 985.74 1,029.211,006.32

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
77.74 41.80 30.19 11.28 82.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 74.8 78.1 71.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
111,000△509,708 － － 720,729

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
89,358△556,280 － － 81,063

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△379,972△105,213 － － △440,710

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,028,6452,398,1393,569,341

従業員数（人） － － 1,865 1,818 1,854

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税及び地方消費税（以下、消費税等という。）は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第36期第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27

日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を

適用しております。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,818 　

　（注）  従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、常用パートを含んでおります。）であ

り、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員は含み、常用パートは除いております。）は除いて

おります。

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,272    

　（注）　従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、常用パートを含んでおります。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員は含み、常用パートは除いております。）は除いております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。　

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（平成21年10月１日から
平成21年12月31日まで）

前年同四半期比（％）

システムコア開発事業（千円） 846,019 72.4

アプリケーションソフトウェア開発事業（千円） 666,339 89.0

ネットワークサポート事業（千円） 1,191,868 95.2

情報処理事業等（千円） 244,946 103.1

合計（千円） 2,949,174 86.6

　（注）１．金額は販売価格で表示しており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（平成21年10月１日から
平成21年12月31日まで）

前年同四半期比（％）

アプリケーションソフトウェア開発事業（千円） 5,945 241.7

合計（千円） 5,945 241.7

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 　前年同四半期比(％) 受注残高（千円） 前年同四半期比(％)

システムコア開発事業 883,212 83.7 636,752 83.2

アプリケーションソフトウェア開

発事業
624,808 92.3 498,242 107.9

ネットワークサポート事業 1,103,764 103.3 663,589 100.5

情報処理事業等 229,165 96.4 25,854 －

合計 2,840,951 93.5 1,824,438 96.7

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（平成21年10月１日から
平成21年12月31日まで）

前年同四半期比（％）

システムコア開発事業（千円） 803,104 73.0

アプリケーションソフトウェア開発事業

（千円）
602,893 83.6

ネットワークサポート事業（千円） 1,129,098 91.0

情報処理事業等（千円） 268,865 113.2

合計（千円） 2,803,962 85.0

　（注）１．セグメント間取引については、相殺消去しております。

２．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（平成20年10月１日から
平成20年12月31日まで）

当第３四半期連結会計期間
（平成21年10月１日から
平成21年12月31日まで）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

ＮＥＣエレクトロニクス㈱ 406,908 12.3 156,368 5.6

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において、当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

(1)業績の概況

　当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、新興国経済の牽引や世界各国の経済対策の効果により輸出の

回復や在庫調整が進展し、国内景気は製造業を中心に回復基調に転じつつあります。しかしながら、企業の設備投

資意欲は依然低水準のままであり、雇用情勢の悪化等により個人消費が低調に推移するなど、景気の二番底が懸念

される状況で推移いたしました。　　　　　　　　　　　　

　当社グループが属する情報サービス業界におきましては、先行きの不透明感から企業のＩＴ設備投資に対する姿

勢は依然慎重で、本格的な需要回復にはしばらく時間がかかるものと思われます。　

　このような状況の中、当社グループは、新たな受注を確保し待機人員を解消するため受注活動を強化するととも

に、全社でＣＳ活動を展開し顧客満足度の向上を図ることで既存顧客との関係強化を行ってまいりました。　

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は2,803百万円（前年同期比15.0％減）、営業利益につきまして

は94百万円（前年同期比58.9％減）、経常利益につきましては184百万円（前年同期比21.6％減）、四半期純利益

につきましては74百万円（前年同期比62.8％減）となりました。

　なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。

（イ）システムコア開発事業

　ハードウェア設計業務の一部は引き続き好調だったものの、組込ソフトウェア開発業務及び半導体設計業

務といった主力業務等において受注が大幅に減少したことなどにより、売上高は803百万円（前年同期比

27.0％減）、営業利益は139百万円（前年同期比52.3％減）となりました。　

（ロ）アプリケーションソフトウェア開発事業

　受注ソフトウェア開発は、全体としては厳しい受注環境が続いてはおりますが、大型開発案件の受注が増

え不採算案件も無かったこと等から、売上高は602百万円（前年同期比16.4％減）、営業利益は71百万円

（前年同期比33.1％増）となりました。　

（ハ）ネットワークサポート事業

　ネットワークシステムの構築支援、運用・保守サービス業務及びサポートセンター業務などといった、情

報インフラに関連する分野の需要は比較的安定しております。しかしながら、業務の内製化による需要減や

価格競争と稼働率低下に伴う原価率の上昇等により、売上高は1,129百万円（前年同期比9.0％減）、営業利

益は174百万円（前年同期比30.5％減）となりました。　

（ニ）情報処理事業等

　健康保険組合や地方自治体内部でのデーターエントリー業務やオペレーター派遣業務といった分野は、比

較的堅調に推移しました。また、当第３四半期において大口案件が検収されたことや介護事業における採算

性の改善などにより、売上高は268百万円（前年同期比13.2％増）、営業利益は16百万円（前年同期比

167.8％増）となりました。

(2)財政状態の分析　

　当第３四半期連結会計期間末において、総資産は8,715百万円と前連結会計年度末に比べ562百万円の減少となり

ました。これは主に、流動資産において現金及び預金が1,171百万円減少した一方で投資有価証券からの振替えに

より有価証券が200百万円増加、仕掛品も139百万円増加し、固定資産において投資有価証券の購入などにより335

百万円増加したことなどによるものであります。

　負債は1,906百万円と前連結会計年度末に比べ713百万円減少となりました。これは主に流動負債において、支給

見込額の見直しや支給による取崩し等により賞与引当金が482百万円減少したことに加え、固定負債において役員

退職慰労引当金が役員退職金の支給等により190百万円減少したことなどによるものであります。

　純資産は、6,809百万円と前連結会計年度末に比べ151百万円増加となりました。これは主に利益剰余金が四半期

純利益の計上と配当金の支払いの結果111百万円増加し、その他有価証券評価差額金が株式相場の回復により40百

万円増加したことなどによるものであります。　
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(3)キャッシュ・フローの状況　

  当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期連結会計期

間末に比べ371百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末には2,398百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

  当第３四半期連結会計期間において、営業活動の結果使用した資金は291百万円（前年同期は4百万円の取得）

となりましたが、これは主に税金等調整前四半期純利益の増加（134百万円）や売上債権の回収（102百万円）と

いった増加要因と、賞与引当金の減少（356百万円）や法人税等の支払額（218百万円）といった減少要因があっ

たことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  当第３四半期連結会計期間において、投資活動の結果使用した資金は139百万円（前年同期は121百万円の取

得）となりましたが、これは投資有価証券の取得による支出（99百万円）と、有形固定資産の取得による支出（35

百万円）などによるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  当第３四半期連結会計期間において、財務活動の結果得られた資金は59百万円（前年同期は4百万円の支出）と

なりましたが、これは主に短期借入金の借入による収入（100百万円）と、短期借入金の返済による支出（40百万

円）などによるものであります。 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題　

  当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5)研究開発活動　

  当第３四半期連結会計期間における研究開発は、携帯電話分野の開発をテーマとしたものに加え、新たに住宅関

連ソフトウェアパッケージの開発をテーマとした研究開発を行っております。

　なお、当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は2百万円であります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等はありません。また、新たに確定した

重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,636,368 7,636,368ジャスダック証券取引所 単元株式数100株

計 7,636,368 7,636,368 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日

 

－ 7,636,368 － 1,448,468 － 1,269,165

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    1,023,300
－ －　

完全議決権株式（その他） 普通株式    6,611,300 66,113 －　

単元未満株式 普通株式        1,768－ －

発行済株式総数 7,636,368 － －

総株主の議決権 － 66,113 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ＫＳＫ

東京都稲城市百村

1625番地２
1,023,300 － 1,023,300 13.40

計 － 1,023,300 － 1,023,300 13.40
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 538 600 620 600 550 550 495 496 580

最低（円） 500 480 510 505 534 490 445 430 450

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

 　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法

人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,598,139 3,769,341

受取手形及び売掛金 2,282,432 2,418,585

有価証券 400,625 200,000

商品 208 624

仕掛品 ※1
 246,690 106,935

原材料及び貯蔵品 657 657

その他 849,074 752,953

貸倒引当金 △4,084 △3,893

流動資産合計 6,373,744 7,245,203

固定資産

有形固定資産 ※2
 729,206

※2
 739,989

無形固定資産 66,344 80,486

投資その他の資産

投資有価証券 1,012,362 676,618

その他 535,306 536,997

貸倒引当金 △1,000 △1,000

投資その他の資産合計 1,546,668 1,212,616

固定資産合計 2,342,219 2,033,092

資産合計 8,715,963 9,278,296

負債の部

流動負債

買掛金 42,339 112,493

短期借入金 100,000 40,000

未払法人税等 32,992 101,052

賞与引当金 375,046 857,400

その他 824,329 807,349

流動負債合計 1,374,706 1,918,295

固定負債

退職給付引当金 421,689 401,504

役員退職慰労引当金 109,655 300,232

固定負債合計 531,345 701,736

負債合計 1,906,052 2,620,032
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,448,468 1,448,468

資本剰余金 1,636,996 1,636,996

利益剰余金 4,195,865 4,084,766

自己株式 △505,700 △505,700

株主資本合計 6,775,630 6,664,531

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 30,476 △9,734

評価・換算差額等合計 30,476 △9,734

少数株主持分 3,803 3,467

純資産合計 6,809,911 6,658,264

負債純資産合計 8,715,963 9,278,296
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 10,191,409 8,936,305

売上原価 7,956,261 7,315,034

売上総利益 2,235,147 1,621,271

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 － 190

役員報酬 138,673 126,904

給料及び手当 311,250 472,186

賞与引当金繰入額 20,787 22,062

退職給付費用 4,567 6,030

役員退職慰労引当金繰入額 27,514 14,948

減価償却費 46,094 47,413

募集費 217,913 －

その他 699,986 538,620

販売費及び一般管理費合計 1,466,786 1,228,355

営業利益 768,360 392,915

営業外収益

受取利息 3,813 14,666

受取配当金 23,510 11,560

助成金収入 － 203,056

その他 6,390 4,664

営業外収益合計 33,714 233,948

営業外費用

支払利息 1,308 589

その他 663 215

営業外費用合計 1,972 804

経常利益 800,102 626,059

特別利益

貸倒引当金戻入額 106 －

工事契約会計基準の適用に伴う影響額 － ※
 3,000

受取保険金 100,112 －

特別利益合計 100,218 3,000

特別損失

固定資産売却損 12,322 －

固定資産除却損 2,921 2,135

投資有価証券評価損 15,523 3,796

特別退職金 － 109,786

減損損失 － 10,425

賃貸借契約解約損 － 4,562

特別損失合計 30,767 130,706

税金等調整前四半期純利益 869,554 498,353

法人税等 339,366 221,594

少数株主利益 349 335

四半期純利益 529,838 276,423
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 3,299,197 2,803,962

売上原価 2,600,598 2,315,301

売上総利益 698,599 488,660

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 402 291

役員報酬 42,978 43,857

給料及び手当 79,338 131,763

賞与引当金繰入額 19,344 20,672

退職給付費用 1,533 1,827

役員退職慰労引当金繰入額 5,735 4,418

減価償却費 14,530 17,645

募集費 63,444 －

その他 241,529 173,798

販売費及び一般管理費合計 468,837 394,273

営業利益 229,761 94,387

営業外収益

受取利息 86 5,072

受取配当金 4,621 6,310

助成金収入 － 77,699

その他 1,188 1,240

営業外収益合計 5,896 90,323

営業外費用

支払利息 243 166

支払手数料 147 －

その他 11 －

営業外費用合計 402 166

経常利益 235,255 184,543

特別利益

受取保険金 100,112 －

特別利益合計 100,112 －

特別損失

固定資産売却損 12,322 －

固定資産除却損 2,386 2,135

投資有価証券評価損 15,523 3,796

減損損失 － －

特別退職金 － 44,069

特別損失合計 30,232 50,001

税金等調整前四半期純利益 305,135 134,542

法人税等 104,537 59,883

少数株主利益 33 90

四半期純利益 200,565 74,569
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 869,554 498,353

減価償却費 73,771 73,910

減損損失 － 10,425

賃貸借契約解約損 － 4,562

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,602 190

賞与引当金の増減額（△は減少） △482,602 △482,354

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,909 20,185

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,632 △190,576

受取利息及び受取配当金 △27,324 △26,227

支払利息 1,308 589

有形固定資産除売却損益（△は益） 15,244 2,100

無形固定資産除売却損益（△は益） － 35

投資有価証券評価損益（△は益） 15,523 3,796

売上債権の増減額（△は増加） 370,277 136,153

たな卸資産の増減額（△は増加） △113,297 △139,339

仕入債務の増減額（△は減少） △49,439 △70,153

その他 197,536 △71,232

小計 870,226 △229,581

利息及び配当金の受取額 27,242 25,373

利息の支払額 △1,370 △657

法人税等の支払額 △785,098 △304,842

営業活動によるキャッシュ・フロー 111,000 △509,708

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △300,000

有価証券の償還による収入 － 300,000

有形固定資産の取得による支出 △56,492 △45,282

有形固定資産の売却による収入 17,619 －

無形固定資産の取得による支出 △30,515 △8,265

保険積立金の払戻による収入 153,492 －

投資有価証券の取得による支出 － △500,250

その他 5,255 △2,481

投資活動によるキャッシュ・フロー 89,358 △556,280

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 300,000 200,000

短期借入金の返済による支出 △280,000 △140,000

自己株式の取得による支出 △240,414 －

配当金の支払額 △159,557 △165,213

財務活動によるキャッシュ・フロー △379,972 △105,213

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △179,613 △1,171,201

現金及び現金同等物の期首残高 3,208,258 3,569,341

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,028,645

※
 2,398,139
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間
（平成21年 4月１日から
平成21年12月31日まで）

 

会計処理基準に関す

る事項の変更

売上高及び売上原価の計上基準の変更　

  受注制作のソフトウェアに係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用して

おりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及

び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月

27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間の期首に存在する契

約を含むすべての契約において当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の

確実性が認められる契約については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

を、その他の契約については工事完成基準を適用しております。

　これにより、売上高は120,722千円増加、営業利益及び経常利益はそれぞれ27,257千円増加

し、税金等調整前四半期純利益は30,257千円増加しております。

  なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。　

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（平成21年 4月１日から
平成21年12月31日まで）

 

（四半期連結損益計算書関係）　

　前第３四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました販売費及び一般管理費の「募集費」（当第３四半期

連結累計期間7,757千円）は、金額的な重要性を勘案し、当第３四半期連結累計期間においては、販売費及び一般管理

費「その他」に含めて表示しております。

 

　

　
当第３四半期連結会計期間
（平成21年10月１日から
平成21年12月31日まで）

 

（四半期連結損益計算書関係）　

　前第３四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました販売費及び一般管理費の「募集費」（当第３四半期

連結会計期間1,019千円）は、金額的な重要性を勘案し、当第３四半期連結会計期間においては、販売費及び一般管理

費「その他」に含めて表示しております。

 

　

【簡便な会計処理】

該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（平成21年４月１日から
　　平成21年12月31日まで）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

 
※1 　損失が見込まれる工事契約に係るたな卸資産は、これ

に対応する工事損失引当金655千円（仕掛品に係るも

の）を相殺表示しております。　

※2 有形固定資産の

    減価償却累計額 935,388千円

　  有形固定資産の

    減損損失累計額
9,472千円

 
　　　　　　　　─────────　　　　　　　　　　

　

　

※2 有形固定資産の

    減価償却累計額 937,201千円

    有形固定資産の

    減損損失累計額
9,472千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（平成20年４月１日から
　　平成20年12月31日まで）

当第３四半期連結累計期間
（平成21年４月１日から
　　平成21年12月31日まで）

 
　　　　　　　　　　─────────

　

 
※　工事契約会計基準の適用に伴う影響額は、「工事契約に

関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27

日）第25項に基づき、平成21年４月１日時点で存在する全

ての工事契約について同基準を適用したことによる過年

度の工事の進捗に見合う利益であります。

　　なお、過年度の工事の進捗に対応する工事収益の額及び工

事原価の額は、それぞれ13,000千円及び10,000千円であり

ます。　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（平成20年４月１日から
平成20年12月31日まで）

当第３四半期連結累計期間
（平成21年４月１日から
平成21年12月31日まで）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 平成20年12月31日現在 平成21年12月31日現在

現金及び預金勘定 3,228,645千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △200,000千円

現金及び現金同等物 3,028,645千円

　

現金及び預金勘定 2,598,139千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △200,000千円

現金及び現金同等物 2,398,139千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類　
当第３四半期
連結会計期間末

　

 　　普通株式（株） 7,636,368 　

２．自己株式に関する事項

株式の種類　
当第３四半期
連結会計期間末

　

 　　普通株式（株） 1,023,396 　

 ３．配当に関する事項

　  (1)配当金支払額

　
決議

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 165,324 25平成21年３月31日平成21年６月29日 利益剰余金

 (2)基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後と

　　なるもの

該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）

  
 
システムコア
開発事業

 アプリケー
ションソフト
ウェア開発事
業

 
ネットワーク
サポート事業

 
情報処理事業
等

 
計

 
消去又は全社

 
連結

   千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

売上高               

(1）
外部顧客に対する売

上高
 1,099,598 721,562 1,240,420 237,615 3,299,197 －  3,299,197

(2）
セグメント間の内部

売上高又は振替高
 －  9,958 12,952 1,426 24,338 (24,338) －

 計  1,099,598 731,521 1,253,373 239,042 3,323,536 (24,338) 3,299,197

営業利益  293,207 53,497 251,037 6,281 604,024 (374,262) 229,761

                

当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）

  
 
システムコア
開発事業

 アプリケー
ションソフト
ウェア開発事
業

 
ネットワーク
サポート事業

 
情報処理事業
等

 
計

 
消去又は全社

 
連結

   千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

売上高               

(1）
外部顧客に対する売

上高
 803,104 602,893 1,129,098 268,865 2,803,962 －  2,803,962

(2）
セグメント間の内部

売上高又は振替高
 1,373 100 12,637 689 14,800 (14,800) －

 計  804,478 602,993 1,141,735 269,554 2,818,762 (14,800) 2,803,962

営業利益  139,872 71,211 174,452 16,823 402,359 (307,972) 94,387
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前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）

  
 
システムコア
開発事業

 アプリケー
ションソフト
ウェア開発事
業

 
ネットワーク
サポート事業

 
情報処理事業
等

 
計

 
消去又は全社

 
連結

   千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

売上高               

(1）
外部顧客に対する売

上高
 3,429,515 2,477,374 3,558,786 725,732 10,191,409 －  10,191,409

(2）
セグメント間の内部

売上高又は振替高
 －  24,362 34,171 4,923 63,456 (63,456) －

 計  3,429,515 2,501,736 3,592,958 730,655 10,254,866 (63,456) 10,191,409

営業利益  893,513 338,106 644,646 34,952 1,911,219 (1,142,858) 768,360

                

当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）

  
 
システムコア
開発事業

 アプリケー
ションソフト
ウェア開発事
業

 
ネットワーク
サポート事業

 
情報処理事業
等

 
計

 
消去又は全社

 
連結

   千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

売上高               

(1）
外部顧客に対する売

上高
 2,641,369 2,035,716 3,497,259 761,960 8,936,305 －  8,936,305

(2）
セグメント間の内部

売上高又は振替高
 5,463 4,399 31,558 2,340 43,761 (43,761) －

 計  2,646,832 2,040,116 3,528,817 764,300 8,980,067 (43,761) 8,936,305

営業利益  497,805 228,364 583,346 43,366 1,352,882 (959,966) 392,915

                

　（注）１．事業の区分

事業はサービスの種類、性質、業務形態等の類似性により区分しております。

２．各区分に属する主要なサービス・製品等の名称

システムコア開発事業 ………ＬＳＩ開発・設計、ハードウェアのシステム設計、組込みソフトウェア開発

アプリケーションソフ

トウェア開発事業
………

パッケージソフトウェアの開発、アプリケーションソフトウェアの受託開発、

ＣＡＤシステム開発、Ｗｅｂシステム開発

ネットワークサポート

事業
………

通信・コンピューター関連システムの構築・現地調整・運用・保守、ＣＡＤ

システムの運用管理、サポートセンター業務

情報処理事業等 ………データエントリー業務、オペレーター派遣業務、介護・福祉サービス等

３．会計処理基準に関する事項の変更

　　当第３四半期連結累計期間

　　（工事契約に関する会計基準）　　

　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、受注制作のソフトウエ

アに係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計

基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期

間の期首に存在する契約を含むすべての契約において当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分につい

て成果の確実性が認められる契約については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その

他の契約については工事完成基準を適用しております。

　　　この変更に伴い、従来の方法によった場合比べて、アプリケーションソフトウェア開発事業に係る売上高は

120,722千円増加し、営業利益は27,257千円増加しております。

　　　なお、アプリケーションソフトウェア開発事業以外のセグメントへの影響はありません。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結会計期

間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）並びに前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日

から平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で）

　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結会計期

間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）並びに前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日

から平成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で）

　　　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

（有価証券関係）

　　当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がな

いため、記載を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

　　当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

　　　当社グループは、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。　

（ストック・オプション等関係）

  当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）

　  該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,029.21円 １株当たり純資産額 1,006.32円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（平成20年４月１日から
平成20年12月31日まで）

当第３四半期連結累計期間
（平成21年４月１日から
平成21年12月31日まで）

１株当たり四半期純利益金額 77.74円 １株当たり四半期純利益金額 41.80円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（平成20年４月１日から
平成20年12月31日まで）

当第３四半期連結累計期間
（平成21年４月１日から
平成21年12月31日まで）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 529,838 276,423

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 529,838 276,423

期中平均株式数（株） 6,815,585 6,612,972

前第３四半期連結会計期間
（平成20年10月１日から
平成20年12月31日まで）

当第３四半期連結会計期間
（平成21年10月１日から
平成21年12月31日まで）

１株当たり四半期純利益金額 30.19円 １株当たり四半期純利益金額 11.28円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（平成20年10月１日から
平成20年12月31日まで）

当第３四半期連結会計期間
（平成21年10月１日から
平成21年12月31日まで）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 200,565 74,569

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 200,565 74,569

期中平均株式数（株） 6,642,895 6,612,972

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）

　該当事項はありません。

２【その他】

　 該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月13日

株式会社ＫＳＫ

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 潮来　克士　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 柏嵜　周弘　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平郡　　真　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＫＳＫの平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＫＳＫ及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月12日

株式会社ＫＳＫ

取締役会　御中

あずさ監査法人

　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 柏嵜　周弘　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 平郡　　真　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＫＳＫの平

成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12

月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＫＳＫ及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報　

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四半期連結会

計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用して四半期連結財務諸表を作成している。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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